
CP-1 表面 

 ※扉 キー200番

CP-1内

自立運転スイッチ

⑧自立運転ランプ

⑨自立異常ランプ

⑩自立運転スイッチ

操作方法

 ⑦自立運転スイッチ

  OFF時にキーが抜る。

停電運転時取扱説明書

⑪停止及びリセットスイッチ

  （通常時使用しません。）

 ①電源ランプ

  （通電時点灯）

 ②空調機リモコン

 ③ON/OFFキー

 ※使用時ON。

  ON時にキーは抜けない。

 ④ON/OFFｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

  （通常時使用しません。）

 ⑤ﾌﾞﾚｰｶｰ

  （通常時使用しません。）

 ⑥ﾘﾚｰ

アイシン



1.停電が発生した際、CP-1表面の①電源ランプ点灯を確認して下さい。（消灯なら扉を開けて下さい。）

2.停電が発生した際に、空調・電源供給を開始する場合、運転スイッチを押して下さい。

 ⑩自立運転スイッチを押すと⑧自立運転ランプが点灯し給電を開始します。

 空調を行う場合は、CP-1表面の②室内機リモコン液晶が点灯した後に室内機リモコンの運転等の

 操作が可能になります。（液晶点灯に10分程度掛かります。）

3.自立運転を停止する場合、⑪操作スイッチを押して下さい。

 押すと自立運転を停止しバッテリ給電を停止します。（⑧自立運転ランプが消えます。）

4.自立運転中に異常が発生すると⑨自立異常ランプが点灯します。

 空調機リモコンのエラーコードを確認して下さい。

 運転可能なエラーコードなら⑪停止スイッチを押して、再度10秒以上後に⑩自立運転ｽｲｯﾁを押して

 再運転を行って下さい。（間隔短いと異常をクリアできないことがあります。）

 その後も異常が繰り返す場合は、販売店に相談して下さい。（東邦ガス）

 ※ガスの供給が無い場合は、空調機運転は不可能になります。

 ※停電が復旧した後のご注意

  停電が復旧した後、室内機リモコンの運転を停止する。

  自立運転を停止する。

 （停電が復旧すると自動的に自立運転を停止します。なお自動で通常運転には切り替わらない為

   再度、室内機リモコンにて運転を再開して下さい。










































































